
人権教育全体計画

人権教育推進組織
横浜市人権教育推進協議会 ー 南区中学校人権教育推進協議会 ー 藤木中学校人権教育推進委員会

（人権教育推進委員会）

人 権 担 当 学習指導部 生徒指導部 特活指導部 保健指導部 教科主任会 個別支援学級
校長 副校長

１名 １名 １名 １名 １名 １名 １名

人権教育全体計画

市 教 育 目 標 学 校 教 育 目 標
生徒の実態

、 。・活力ある児童生徒の育成 ・他との関わりの中で 共に生きる力をつける
・自らを高める児童生徒の育成 ・自分の思いや考えを表現し 生かそうとする 保護者・地域の、 。
・ともに生きる児童生徒の育成 ・自らの生き方を見つけ、進んでいく。 願い

学 校 経 営 の 重 点 指 道 の 重 点

「明るい楽しい学校」を目指し、人権を尊重し、 ・知性と想像力に溢れる生徒
互いの信頼と満足の得られる学校の運営 ・集団の中で互いを認め合い、協力できる生徒

・将来を見つめ、自分の力を伸ばそうと努力できる生徒

人 権 教 育 目 標

互いの人権を尊重し、心豊かな生徒を育成する

各 学 年 の 目 標

１ 年 ２ 年 ３ 年

相手の立場を尊重し協力する大切さ 互いの人権に対する正しい理解に基 互いの人格を認め合い、正しい人
を学び、差別・偏見をなくす態度を づき、差別を許さない生徒を育成す 間関係を築き、ともにこれからの
育成する。 る。 社会をつくりあげる一員としての

自覚を持った生徒を育成する。

教 科 指 導 道 徳 特活指導 そ の 他 の 教 育 活 動

国語・理解の学習においては、論理的な思考力、想像力、 ・個性を尊重 望ましい集団 生徒指導
、直感力などを育成することを通して、基本的な人権 し、支え合 活動を通して

について認識する力を養う。 う集団の一 心身ともに調 ・すべての差別や偏見を許さない態度
・表現の学習においては その場や状況にふさわしい 員としての 和のとれた発 や行動を育てる。、 、

適切な自己表現力を育成することを通して、自他共 資質を育成 達と個性の伸 ・一人ひとりが自分の思っていること
に尊重しあう態度を育てる。 する。 長を図り、集 を安心して話し合える環境を作る。

・国語の学習全体を通して、確かで豊かな言語活動を ・自他の権利 団の一員とし ・自分をよく見つめながら相手の立場
、 。行うことができる能力の育成を通して、言語に関す を尊重し、 てより良い生 を尊重し 共に支え合う環境を作る

る感覚を磨き、差別を認めない言語感覚を育てる。 差別や偏見 活を築こうと ・身近な差別や偏見に対し、自ら問題
社会・世界のいろいろな国の学習を通し、民族・人種を超 のない社会 する自主的・ 解決しようとする態度を育てる。

えて国際的視野に立てる生徒を育成する。 の実現に努 実践的な態度
・正しい歴史認識を育成し、差別・偏見を見抜き解決 める生徒を を育てるとと 進路指導
に取り組む態度を育てる。 育成する。 もに、人間と

・憲法学習などを見通し、基本的人権の尊重の精神を ・人間を尊重 しての生き方 ・生徒一人ひとりを独自の人格として
学び、自らが主権者としての自覚を持ち、行動でき する心、思 について自覚 尊重し、あらゆる教育活動の機会を
る生徒を育成する。 いやりの心 を深め、自己 とらえ、生徒が主体的に自らの生き

数学・合理的・科学的精神の育成 を育て、道 を生かす能力 方を考え、人生設計を立てる能力や
理科・生命の尊重、科学的精神の育成 徳的実践力 を養う。 態度を育成する。
音楽・鑑賞や表現活動を通して豊かな心情を養い、いろい を高める。

ろな国の文化や心情を認識する。 保健指導
美術・個々の表現の違いや個性を理解し、時代・民族の違

いを認識する。 ・保健、安全に関する基礎的・基本的
保体・ 体育）各運動実践を通し、弱者に対する助力、い 知識を身につけることにより、他者（

たわりの心を育て、活協力することの大切さを認識 を尊敬し、よりよい人間関係を築く
させる。 資質を養う。

・ 保健）からだのしくみや精神の発達と、それらに（
及ぼす環境、傷害などを通し、生命の尊さを認識さ その他
せ、生涯にわたり尊重する態度を育てる。

技家・いたわり、協力、助力の心や態度を育成
英語・世界の人々を正しく理解し、人間尊重の精神を育て

る。

ＰＴＡ・地域活動


